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2013年10月10日

特任教授特任教授 秋山秋山 弘子弘子

産官学連携で拓く！
超高齢未来の市場創造

＜総論・課題提起＞

産官学連携で拓く！
超高齢未来の市場創造

＜総論・課題提起＞

東京大学高齢社会総合研究機構東京大学高齢社会総合研究機構

ニッセイ基礎研究所 設立25周年記念シンポジウムニッセイ基礎研究所 設立25周年記念シンポジウム

Ⅰ．超高齢未来の姿と課題

Ⅱ．超高齢未来市場の開拓視点



１．「高齢化最先進国」の日本！

日本は世界に先例のない高齢化最先進国・フロントランナー（＝超高齢社会のモデル）

＜世界各国の高齢化率の推移と推計＞

超高齢国家として
世界が今後の日本の

動向に注目

アジア各国が急速に
高齢化

（韓国・シンガポール等）

2030年の中国の65
歳人口は2.3億人に

（日本の約６倍）

※先進地域とは、北部アメリカ、日本、ヨーロッパ、オーストラリア及びニュージーランドをいう。開発途上地域とは、アフリカ、アジア（日本を除く）、中南米、メラネシア、ミクロネシア、ポリネシアからなる地域をいう。
資料：UN,World Population Prospects:The 2010 Revision ただし日本は、総務省「国勢調査」及び国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（2012年１月推計）」の出生中位・死亡中位仮
定による推計結果
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開発途上地域

2030年には65歳以上は３人に１人、75歳以上は５人に１人の割合に

２．超高齢未来の姿（人口構成変化）
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2010年（実績） 2030年 2050年

（万人） （万人）

（万人）

総人口 １億 2806万人 総人口 １億 1662万人 総人口 9708万人

75歳以上

65～74歳

15～64歳

0～14歳

（歳）

1419万人
（11％）

1529万人
（12％）

8173万人
（64％）

1683万人
（13％）

2278万人
（20％）

1406万人
（12％）

6773万人
（58％）

1203万人
（10％）

2384万人
（25％）

1383万人
（14％）

5001万人
（52％）

938万人
（10％）

4万
25万 70万

資料：国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（2012年１月推計）」の出生中位・死亡中位仮定による推計結果 3



資料：国立社会保障・人口問題研究所「日本の都道府県別将来推計人口（平成19年5月推計）」より作成

３．地域別にみた高齢化の変化

（高齢者が急増する地域）

東京都、神奈川県、大阪府

埼玉県、愛知県、千葉県

北海道、兵庫県、福岡県

静岡県・・・

地方から都市へ移ってきた団塊世代が高齢化。都市近郊地域が急速に高齢化する
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４．高齢者世帯の変化

独居高齢世帯の増加の一途。2030年、高齢者世帯の67％は高齢夫婦のみか独居
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30.0%

33.7%

37.7

29.9

推計値実績値

資料：2000年までは総務省「国勢調査」、2005年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計（2008年３月推計）」
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５．増加する高齢者の内訳

超高齢社会は女性の社会？
介護を必要とする高齢者よりも元気な高齢者が増える！
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671万人 （48％） 65～74歳735万人 （52％）

627万人 （44％） 75～84歳805万人 （56％）

279万人

（33％）

85歳以上567万人 （67％）

男性 女性

［男性との差（超過
人数）のみ表示］

＜2030年の65歳以上人口の男女比較（推計）＞

１：２

２：３

2010年 2030年
対象 対象

人口 65歳以上 人口に 人口 65歳以上 人口に

に占める に占める 2010年 に占める 2010年 に占める 2010年

割合 割合 との対比 割合 との対比 割合 との対比

（万人） （％） （％） （万人） （万人） （％） （％） （％） （％）

認知症 280 9.5 2.2 472 ＋192 12.8 ＋3.3 4.0 ＋1.9

要支援・介護 482 16.3 3.8 729 ＋247 19.8 ＋3.4 6.3 ＋2.5

上記以外（≒自立） 2467 83.7 19.3 2956 ＋489 80.2 ▲3.4 25.3 ＋6.1

65歳以上人口 2948 - 23.0 3685 ＋737 - - 31.6 ＋8.6

20-64歳人口 7564 - 59.1 6278 ▲1286 - - 53.8 ▲5.3

＜介護を要する人とそうでない人の割合の変化の見通し（推計）＞

※2010年の人口及び2030年の推計人口に対して、認知症の発生率と要介護等の認定率を

乗じて算出。
※認知症の発生率は、厚生労働省資料「認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ以上の高齢者
数について」（2012年８月）をもとにした。ただし、2030年は推計値がないため、2025年時点
の推計値である12.8％をそのまま適用している。
※要支援・介護の認定率は、厚生労働省「介護保険事業状況報告（年報）」（2009年度）にお
ける65-74歳が4.2％、75歳以上が29.4％の数値をそのまま適用した。

6

出典：財務省ＨＰ

やがて「肩車型」へ～高齢者が社会の支え手になっていく必要がある

６．社会全体の支え合い構造の見直しが必要
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高齢者の多くはまだまだ働きたい！
今の高齢者は若返っている！

高齢者の多くはまだまだ働きたい！
今の高齢者は若返っている！

○10年前（1992年）と今（2002年）の高齢者の通常歩行速度を比べてみる
と、男女ともに11歳若返っている！（ex.今の75歳は昔の64歳！）

31.4 24.744.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

仕事をしたい

仕事はしたくない

まだ考えていない

19.2 23.0 8.9 36.89.7

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

60歳ぐらいまで 65歳ぐらいまで 70歳ぐらいまで 75歳ぐらいまで 76歳以上 働けるうちはいつまでも

資料：平成22年中高年者縦断調査（中高年者の生活に関する継続調査）（厚生労働省）

＜65歳以上（65～69歳）における就業希望＞

資料：平成20年高齢者の地域社会への参加に関する意識調査（内閣府）

＜いつまで働きたいか（60歳以上の男女）＞

※平成17年10月末現在で50～59歳であった全国の男女を対象

○これから定年を迎える人（主に50代）の44％は70歳まで働きたい

○60歳以上の人の約４割は働けるうちはいつまでも、左記を含めた約

７割は少なくとも70歳まで働きたい

資料：鈴木隆雄他「日本人高齢者における身体機能の縦断的・横断的変化に関する研究」
（第53巻第４号「厚生の指標」2006年４月,ｐ1-10）より引用

＜参考＞高齢者の就労意欲と若返り＜参考＞高齢者の就労意欲と若返り

8

～超高齢未来に向けた大きな“２つの課題”～

【社会】 安心で活力ある超高齢社会の創造

新しい生き方づくり

新しい社会システムづくり

超高齢・長寿時代に相応しい

【個人】 人生90年時代の人生設計

超高齢未来の創造

9
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【【個人個人】】 セカンドライフ創造ニーズの顕在化セカンドライフ創造ニーズの顕在化

“人生90年時代”⇒誰もが長寿の可能性 しかし・・・

景気の行方？ 社会保障？ 長生きリスク・家計？

どういった
老後を過ご

せるか

漠然とした強い将来不安
に苛まれる中年層

漠然とした強い将来不安
に苛まれる中年層

新たな生活創造の渦中にある
団塊世代

新たな生活創造の渦中にある
団塊世代

全く想像
できない

家計も厳しく
蓄えもない

リタイアした
ら何をしよ

う？

親のことも
心配

もっと人生（高齢期）に夢を持ちたい。
明るい展望を抱きたい

もっと人生（高齢期）に夢を持ちたい。
明るい展望を抱きたい

自由を手にした
ものの、何をし

ようか・・・

活躍できる場が
わからない

私たちが楽しめ
る場所・機会が
社会に少ない

社会のニーズは
限定的・閉鎖的

ＴＶばかり見てし
まう。時間を持

て余す

もっと日々を充実させたい、
活躍したい、楽しみたい

もっと日々を充実させたい、
活躍したい、楽しみたい

人生90年時代⇒”人生多毛作“、高齢期の可能性が拡大！
人生90年ライフデザインモデルの不在⇒創造・サポートの必要性

人生90年時代⇒”人生多毛作“、高齢期の可能性が拡大！
人生90年ライフデザインモデルの不在⇒創造・サポートの必要性
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【№１】平穏安定～自分らしい生活の継続

【№４】生涯現役

【№２】地域貢献 【№３】ボランティア

【№５】独立・開業

【№６】ＳＯＨＯ展開

【№７】趣味実益化

【№13】海外展開

【№10】定年帰農【№９】自然回帰 【№11】自給自足

【№12】転々生活

【№14】夫婦・家族円満

【№８】共同生活

【№18】選択縁生活 【№19】ＳＮＳ中心生活

【№15】再婚生活

【№18】生涯学習 【№19】経験伝承 【№20】カウンセラー 等

【№16】多世代交流 【№17】異性交流

つながり 活躍・就労

暮らし方・移住楽しみ方・転身

【№27】登山満喫 【№26】温泉制覇 【№25】世界一周 等

【個人】 ◆後半人生「生き方ニーズモデル28」◆

【№21】アート生活 【№22】音楽生活 【№28】出家生活 等

貢献・奉仕

就労WORK

自然との共生

その他暮らし方

夫婦・家族

友人
交流

学ぶ
教える

転身

旅行

“Aging in my place” 生涯にわたって、活躍できる、

心安らかに過ごせる自分の居場所を構築できるか

４つの領域は
関連しあう

４つの領域は
関連しあう

資料：東京大学ジェロントロジーネットワーク「ライフデザイン研究会（ＷＧ６）」（2012年５月）



【地域／社会】 求められる地域コミュニティの新しいデザイン

東大ＩＯＧ-柏市-ＵＲ都市機構の共同事業（2009年度～）
柏市豊四季台地域をフィールドにした超高齢社会対応のモデル地域開発

東大ＩＯＧ-柏市-ＵＲ都市機構の共同事業（2009年度～）
柏市豊四季台地域をフィールドにした超高齢社会対応のモデル地域開発

テーマ・コンセプト⇒「Aging in Place」社会の実現
・・・住み慣れた地域で最期まで自分らしく老いることができる社会の実現

テーマ・コンセプト⇒「Aging in Place」社会の実現
・・・住み慣れた地域で最期まで自分らしく老いることができる社会の実現

生きがいに溢れる豊かなセカンドライフ
実現のための

【Ａ】 「生きがい就労事業」

生きがいに溢れる豊かなセカンドライフ
実現のための

【Ａ】 「生きがい就労事業」

最期まで確かな安心を提供するための

【Ｂ】 「地域包括ケアシステム」
（在宅医療と連動したケアシステム）

最期まで確かな安心を提供するための

【Ｂ】 「地域包括ケアシステム」
（在宅医療と連動したケアシステム）

引きこもらず外に出て人と集い楽しむ

【Ｃ】 「歩いて暮らせるコミュニティ」
（豊かなコミュニティスペースのまちづくり）

引きこもらず外に出て人と集い楽しむ

【Ｃ】 「歩いて暮らせるコミュニティ」
（豊かなコミュニティスペースのまちづくり）

例
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１．１．拡大し続ける高齢者市場（市場規模の推計）拡大し続ける高齢者市場（市場規模の推計）

＜家計消費市場全体に占める60歳以上高齢者消費の割合と60歳以上消費額の推計＞

60歳以上の人の消費総額は100兆円に到達。今後も毎年約１兆円増加し続ける見込み
市場におけるその割合も2030年には５割に到達見込み

（（※※高齢者人口の増加と高齢者世帯の構成変化のみを反映した推計）高齢者人口の増加と高齢者世帯の構成変化のみを反映した推計）
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55
(兆円） (％）

（年）

家計消費市場全体に占める60歳以上消費割合

60歳以上消費総額（≒シニア消費市場規模）

資料：ニッセイ基礎研究所試算
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２．高齢者市場全体の捉え方２．高齢者市場全体の捉え方

虚弱なシニア
（要介護）

裕福なシニア普通のシニア

医療・介護・
福祉サービス

中心

ニッチ戦略
（豪華旅行等）

未開拓

１ ８ １

（富裕層）⇒後期高齢者が増える

新しい価値観・
生活行動を持つ
高齢者が増える 良好要介護

高い

低い

【経済環境（所得・財産）】

【健
康
状
態
】

要
介
護
者
向
け
市
場
（１
割
）

富裕層向け市場（１割）

一般的な高齢者市場

（８割）

高齢者市場＝多様なミクロ市場の集合体

「1：8：1」市場⇒８割市場開拓の必要性

15



高齢者の自立度低下を遅らせて、快適な高齢期の生活をサポートする
社会・市場の取組みが求められている！

高齢者の自立度低下を遅らせて、快適な高齢期の生活をサポートする
社会・市場の取組みが求められている！

年齢

(87.9%)

(12.1%)

自立

手段的日常
生活動作に
援助が必要

基本的＆手
段的日常生
活動作に援
助が必要

死亡

年齢

(70.1%)

(10.9%)

(19.0%)

自立

手段的日常
生活動作に
援助が必要

基本的＆手
段的日常生
活動作に援
助が必要

死亡

男性

女性

＜自立度の変化パターン －全国高齢者20年の追跡調査（n=5715名）＞

出典)  秋山弘子 長寿時代の科学と社会の構想 『科学』 岩波書店, 2010 16

このラインを少しで
も後ろへ移動させる
ことが重要

＜参考＞健康長寿と後期高齢期のＱＯＬ向上ニーズ

３．３．多様な高齢者市場多様な高齢者市場のセグメントイメージのセグメントイメージ

70歳60歳 80歳

健康

快適
Enjoy

生きがい

生活
サポート

親孝行市場

買物／移動・外出サポート市場

子・孫向け市場

親の見守り市場 自分の見守り（安否確認・見守り）市場

終末期・葬儀市場

ヘルスケア市場（健康増進、疾病・虚弱化・介護予防）

90歳

アンチエイジング・美容市場

人生90年時代の新しいライフデザイン・価値観をリードする市場

国民の健康長寿＆後期高齢者のＱＯＬ向上に貢献する市場
～後期高齢者を対象とした快適・ＥＮＪＯＹ・生きがい市場～

１

３

17

２

「不」の解消／配慮した商品･サービス市場



～理想の未来を築けるか、いまがその過渡期～～理想の未来を築けるか、いまがその過渡期～

18

2013年2013年 2030年2030年（残り17年）

×

○ 笑顔溢れる
未来社会

本格的な超高齢・長寿社会は目前に迫っている。

様々な課題は顕在化、潜在化しているが、「真に長寿を喜べる生き方」、

「それを支える社会」に変えていくことが必要

その中で、私たちは何ができるか、何をしていくべきか・・・

本格的な超高齢・長寿社会は目前に迫っている。

様々な課題は顕在化、潜在化しているが、「真に長寿を喜べる生き方」、

「それを支える社会」に変えていくことが必要

その中で、私たちは何ができるか、何をしていくべきか・・・

自殺大国
難民大国
孤独大国

～超高齢未来の課題と可能性～～超高齢未来の課題と可能性～

19

Longevity

Health Wealth
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産官学連携で拓く！
超高齢未来の市場創造

ニッセィ基礎研究所殿シンポジウム

社会イノベーション事業で世界に応える日立へ

ＳＯＣＩＡＬ ＩＮＮＯＶＡＴＩＯＮ – ＩＴ’Ｓ ＯＵＲ ＦＵＴＵＲＥ

エネルギーエネルギー 都市都市 交通交通 ヘルスケアヘルスケア

水・資源水・資源 ロジスティクスロジスティクス 金融金融ビッグデータ（ビッグデータ（ITIT））

2© Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved.

Introduction
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ムーアの法則ムーアの法則

1970 1980 1990 2000 2010

ＩＣＴが拓く新しい世界１．

半導体チップに集積される半導体チップに集積される
トランジスターの数は約トランジスターの数は約 ２２ 年ごとに倍増する年ごとに倍増する

量の変化が質の変化をもたらす量の変化が質の変化をもたらす

※※ 情報参考元：インテル株式会社情報参考元：インテル株式会社

※※ VHSVHSははJVCJVCケンウッド社、ケンウッド社、WALKMANWALKMANははSONYSONY社、社、iPod,iPhone,iTunesiPod,iPhone,iTunesははAppleApple社、社、ii--modemodeははNTTNTTドコモ社のドコモ社の
製品名称、商標、または登録商標です製品名称、商標、または登録商標です

ついに「街全体」をＩＣＴが支えるように２．

4© Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved.

日立が考える「スマートシティ」

生活・ビジネスエコ・安全・安心・快適エコ・安全・安心・快適社会/生活インフラ

スマートスマート
メーターメーター人人設備設備

スマートモビリティ

インテリジェントウォーター

スマートグリッド

都市アセットマネジメント

ＩＣＴＩＣＴ（情報（情報××制御）制御）

通信システムログ通信システムログ

金融取引ログ金融取引ログ

流通業取引ログ流通業取引ログ

メーターデータメーターデータ

プローブカープローブカー

ＩＣカード利用ＩＣカード利用

地理空間データ地理空間データ

コンテンツダウンロードコンテンツダウンロード

ＳＮＳＳＮＳブログブログ

健診データ健診データ自動改札自動改札

センサーセンサー



超高齢未来におけるスマートシティの役割３．

5© Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved.

官（政含む） 学（メディア含む） 産（金融含む）

全ての人に「快適・充実・安全」を

コミュニコミュニ
ケーションケーション

モビリティモビリティ ヘルスケアヘルスケア セキュリティセキュリティ

経済活動経済活動 社会貢献社会貢献 自己実現自己実現

モビリティモビリティ ヘルスケアヘルスケア

モビリティ分野の技術４．

6© Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved.

開発技術の横展開開発技術の横展開横断的基盤技術横断的基盤技術 オープンイノベーションオープンイノベーション

移動支援ロボット 『ROPITS』自動車自身のスマート化

・監視カメラ
・自律走行

・ロボット制御
・画像認識

・つくば特区（自律移動）
・カーメーカー（車載カメラ）
・AUTOSAR（システム標準化）

■統合制御で危険回避 ■市街地でも安全な自律移動を提供

（2013年3月発表）

パワートレイン

エンジンマネジメント
モーター/インバーター

センサ

カメラ
レーダー

統合制御

ナビ
自律走行

シャシー

ブレーキ
サスペンション

エネルギー管理

熱マネジメント
バッテリー



モビリティ分野の技術４．

7© Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved.

増発/
ダイヤ調整

希望時刻に
到着

鉄道

行先入力

バス運行管理 列車運行管理カート運行管理

オンデマンド
運行

位置情報

路線バス

ＩＣカード ＩＣカード ＩＣカード

ストレスフリーな移動システム

ヘルスケア分野の技術５．

8© Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved.

活動量
低 高

時間管理時間管理 ライフログライフログ見守り見守り
健康健康管理管理

指導指導 ・・・・・・

ライフ・タペストリー

月日

時刻

規則正しい生活 不規則な生活

動きや体温などを、
24時間365日連続で記録

記録記録 分析・可視分析・可視化化

行動を記録・送信、ライフ顕微鏡



ヘルスケア分野の技術５．

9© Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved.

より個人に密着したヘルスケアへ

H IT A C H I N e t S h o p p in g

「ゲノム情報」も安心して預けられる、堅牢な高速データベース「ゲノム情報」も安心して預けられる、堅牢な高速データベース

長期にわたり可用性を保証するクラウド環境長期にわたり可用性を保証するクラウド環境

介護

医療

健康
管理

データの地域間連携
病院間連携

「学・官」の主導に期待すること６．

10© Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved.

官

学

■社会環境の変化に適応可能な人材の育成

■あるべき社会像についてのコンセンサス

■長期的取り組みが必要な技術等の基礎研究

■あるべき社会像に向けた制度設計

■透明・簡素・公平な施策遂行

■内外のステークホルダが議論できる場の設定



社会インフラとしてのＩＣＴ７．

11© Hitachi, Ltd. 2013. All rights reserved.

•交通需要シミュレーション
（ＶＩＣＳ、交通センサス活用）

道路交通行政支援防災行政支援

•津波・洪水シミュレーション
・被害推定、ハザードマップ

•鉄道・バス需要評価
•（常時観測、ＰＴ活用評価）

公共交通計画支援

•埋設物管理
•道路保守効率化

都市施設管理・保守

環境行政支援

•環境アセスメント
•都市エネルギー管理

都市経営
データベース

未来の都市 ： その経営を支えるデータベースの整備・運用がカギに未来の都市 ： その経営を支えるデータベースの整備・運用がカギに

超高齢未来における「都市」のバックボーン



1

イオンのシニアマーケティング戦略

「グランド・ジェネレーション」

2013年10月10日

イオン株式会社
グループ営業企画部長

坂本 潤

2はじめに

コンテンツ

１ なぜシニアシフトなのか？

２ シニアのお客さまの特徴

３ グランドジェネレーションの戦略



3

イオンの12事業と機能会社

イオン株式会社

日本本社 中国本社 アセアン本社

アジアにおけるグループ一体成長の実現

営業収益６兆円超

イオンの中期戦略(2011年～2013年）

4つのシフト

●大都市シフト

●アジアシフト

●シニアシフト

●デジタルシフト



2030年にはシニアがファミリーを逆転

57 53 48

44 47 52

0%

50%

100%

2010 2020 2030

ファミリー
（～５５歳）

シニア
（５５歳～）

近々、55歳以上人口は過半に

男性

女性

65歳

80歳

70歳

86歳

平均寿命の伸長
（1960⇒2010）

人口問題研究所データより作成

3002001000

55 162
56 162
57 173
58 182
59 193
60 208
61 228
62 226
63 215
64 134
65 144
66 175
67 169
68 173
69 167
70 151
71 131
72 139
73 141
74 140
75 132
76 123
77 121
78 115
79 108
80 100
81 94
82 88
83 81
84 75
85 65
86 55
87 48
88 42
89 35

90～ 137

出所： 人口問題研究所

（歳）

105
101
95
87

78
71
64
57
50

191

128
137

165
159
162
155

139
119
125
126
123

114

150
146
153
158
158
168
177
187
201

219
217

206

3002001000

152
154

3002001000

171
159
155
150
147
148
150
146
141
148
153
152
161
170
179
192

208
205

193
120
127

152
144
145
138

122
103
106
105
100

91
81
75
68
60

263

55歳以上合計

（万人）

2,121万人
(44%)

2,711万人
(56%)

（万人）

2,424万人
(49%)

2,573万人
(51%)

（万人）

2,797万人
(55%)

2,331万人
(45%)

2010年 2015年予測 2020年予測

4,832万人 4,997万人 5,128万人

70
～
79
歳

55
～
69
歳

：団塊世代

80
歳
以
上

人口のボリュームゾーンはすでに60代



シニアは大きな収益機会を有するマーケット

領域領域

合計

衣料

H&BC

住居

余暇
関連

ｻｰﾋﾞｽ

食品

32,200 (54,400)

成長額
(2011→2020）

成長額
(2011→2020）

600
100

100

1,100*
1,500
1,400

2,500 (3,400)
200

1,600

1,700 (23,200)
300

1,000

300

100
500

2,200

200
900

2,000
2,400
2,100

1,400
2,400
2,500

1,100

2,000

衣料品/服飾雑貨
衣料関連サービス

他HBCｻｰﾋﾞｽ(整骨・鍼灸院等）

サプリメント/健康食品
化粧品・理美容用品
理美容サービス

調剤
一般医薬品
運動

保健医療ｻｰﾋﾞｽ(介護・医療）
保健医療用具

家事サービス

住居（身の回り用品）
住居（家電・家具・娯楽品）

住宅リフォーム

園芸
書籍、CD/DVD

アミューズメント
旅行
ペット

生鮮食品
加工食品（冷凍食品含む）
中食（惣菜）

外食関連（カフェ以外）

外食・カフェ
カルチャー

成長額・成長率の各上位10項目

成長率
(2011→2020）

成長率
(2011→2020）

シニア（55歳以上）の市場規模シニア（55歳以上）の市場規模

6.5%

6.3%

8.2%

17.6%

6.6%

1.9%
1.7%
2.1%

1.2%
0.4%
3.9%

5.9%
6.4%

3.6%
8.5%

19.8%
12.9%
13.4%

9.8%

20.9%
12.8%
15.3%

7.2%
22.3%

6.3%
22.4%

6.4%

成長が見込まれる商品・サービス成長が見込まれる商品・サービス



9はじめに

コンテンツ

１ なぜシニアシフトなのか？

２ シニアのお客さまの特徴

３ グランドジェネレーションの戦略

加齢による
肉体の変化

・移動手段：
自動車→電車・バス・徒歩

・身体能力の衰え

本人の
ライフステージの変化

・退職
・年金生活
・余暇時間の増加

家族の
ライフステージの変化

・子供の独立
・孫の誕生
・親・伴侶の介護、死去

シニアの
消費行動

Source: 村田アソシエイツ資料

シニアのお客さまの多様性①



1. 平成21年全国消費実態調査より抜粋。50代と70歳以上については、総務省人口統計による人口比で按分; 
Source: 総務省人口統計; 全国消費実態調査; 記事検索; BCG分析

若々しく年齢を重ね、ゆたかな知識と経験をもちながら、
第2の人生をさまざまなスタイルで楽しまれている年長者のこと"グランドジェネレーション（グラジェネ）"

サポート
シニア

アクティブシニア

ライフスタイル
の特徴

サブターゲット(25兆円/45%)メインターゲット(30兆円/55%)

• 介護が必要
になる等、
自宅内の
生活が
メインに

• 男性が退職し、年金生活化
• 趣味やボランティア等の
自分の時間に割く時間が
増える

• 孫の誕生や親の介護開始

• 子供が独立
• 自分向け
支出枠拡大、

• 女性の時間
にゆとり

シニア

• 身体能力の衰えに伴い
活動的でなくなる人が
出てくる

• 一方、まだ体力があり、
趣味やボランティアに
取組む活動的な人も
多い

(参考) 年齢 80歳～60～64歳55～59歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳

消費支出
(兆円/年)

71110 9 10 8

シニアのお客さまのセグメント

高頻度の買物高頻度の買物

56%

52%

40%

22%

0% 50% 100%

39歳以下

40～59歳

60～69歳

70歳以上

年代別来店頻度（週間）

← 4回以上 →← ２～３回 →

イオンカードデータより作成



シニアとのギャップ

朝型の買物

平日中心の買物

高頻度小分けでの買物

シニア
の特性

週末、夕方中心のオペレーション

物販中心のテナント構成

まとめ買いを想定した商品

イオン
の現状

シニア層のニーズとのギャップシニア層のニーズとのギャップ

イオンのシニアシフト取組みの全体像イオンのシニアシフト取組みの全体像

⑤組織化

①シニアが行きたくなる

店づくり、商品・サービス

②「近づく」「届ける」

③ブランディング

④マーケティング
（CRM)

お客さま



15はじめに

コンテンツ

１ なぜシニアシフトなのか？

２ シニアのお客さまの特徴

３ グランドジェネレーションの戦略

グランドジェネレーションの企画の原点

シニアは、もはやシニアではない！

呼称の問題 → シニア・シルバーに替わる言葉を

お金も時間もあるのに、楽しめる企画がない

シニアで象徴的なことはできないか？

例えば東京ガールズコレクションのシニア版

バリュープロポジション

顧客の潜在的ニーズ × 競合状況 × 自社インフラ

イオングループにしかできないシニア向け企画・ブランディングを



イオングループのシニア関連のインフラ(企業・事業）

GMS事業 専門店事業 サービス事業 戦略小型
●イオンリテール

・オトナギ

（ジュンコシマダ）

（カリビアンジョー）

・トラベル

・リフォーム

・パンドラ（手芸）

・インナー

・サイクル

・イオンライフ

・オプトバリュ

・ゴールデンショップ

●コックス

●タルボットジャパン

●ローラアシュレイ・ジャパン

●未来屋書店

・書籍・カルチャー教室

●ブランシェス

●メガスポーツ

（スポーツオーソリティ）

●イオンボディ

●ジーフット

●イオンベット

●イオンフォレスト

●イオンイーハート

●ツヴァイ

●イオンファンタジー

●イオンコンパス

●イオンディライト

・カジタク

●リフォームスタジオ

●ワーナーマイカル

●イオンシネマ

●ミニストップ

●オリジン東秀

●マイバスケット

金融事業 デジタル ドラッグ事業 機能会社
●イオンクレジットサービス

●イオン銀行

●イオン保険サービス

（電子マネーWAON)

●イオンリンク

●イオンダイレクト

●CFSコーポレーション

●コスメーム

●イオントップバリュ

●イオンアグリ創造

提唱者は小山薫堂氏提唱者は小山薫堂氏

第１ステップ 呼称によるブランディング



■名称 ： GRAND GENERATION’S COLLECTION in TOKYO 2013

グランド ジェネレーションズ コレクション in 東京 2013

■開催日程 ：2013年5月24日（金）～26日（日） 計3日間

■主催 ： イオン株式会社

■協力 ： 読売新聞社、文化放送

■協賛 ： イオングループ各社

■会場 ： 東京国際フォーラム（展示ホール1,2） 5,000㎡

■出展企業 ：【イオングループ各社】【イオン会企業各社】

■企業数 ：48社40ブース（予定）

■決済方法 ：ワオンカード、及びクレジット（現金決済はしない）

■入場料 ： 無料

■入場者数（3日間実績）：6万8千人

第2回 G.G.コレクション 2013実施概要

第2回 ＧＧコレクションin東京 （5月24日～26日：東京国際フォーラム） 参考写真

記者会見はカリビアンジョーのショー形式

各ゾーン体験型のブースで集客

今年はNBメーカーも初参加で盛り上がる 会津若松市長ブースに来訪

各ゾーン体験型のブースで集客



第2回 ＧＧコレクションin東京 （5月24日～26日：東京国際フォーラム） 参考写真

入口のトラベルゾーンはインパクトで話題に 入口のGGオブジェ（葛西ｸﾞﾗｼﾞｪﾈﾓｰﾙで活用）

葛西GGコーナーも好評 落合シェフ×辻口パティシエ ショー も大人気

22ＧＧのブランディングＣＦ



<イオンが考える新しい敬老の日>G.G.デー（例）

ビジュアルイメージ

店頭展開イメージ
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５５歳以上限定の「Ｇ.Ｇイオンカード」「Ｇ.Ｇ ＷＡＯＮ」５５歳以上限定の「Ｇ.Ｇイオンカード」「Ｇ.Ｇ ＷＡＯＮ」

１５日（年金支給日）に５％割引特典
ＧＧ ＷＡＯＮポイントの対象商品拡大など特典充実

購買データ活用により商品・サービス改善に活用

２０１２年９月１５日発行で、既に１８０万枚以上発行

イオンのＧＧ囲い込み戦略のツール
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コンテンツ

１ イオングループ全体概要

２ なぜシニアシフトなのか？

３ 「グランドジェネレーション」の差別化戦略

４ 今後の取り組み

今後のＧＧ戦略の差別化ポイント

リアル店舗戦略

・ＧＧ世代を取り込むための新しいフォーマット開発

グラジェネモール イオン葛西店(本年5月オープン）

カード戦略

・顧客データの活用強化（イオンカード・ＷＡＯN)
・新たな特典の強化

商品戦略

・グループ横串、事業会社別の差別化商品の開発

アライアンス企業戦略

・ＧＧブランドをフックにした新しい価値の商品・サービス開発



ｶﾙﾁｬｰ

ﾌｨｯﾄﾈｽ

カフェ

グラジェネモールの事業コンセプト

コンセプトは、アクティブシニアを中心に、毎日通って、多くの時間を過ごしたくなる一番楽しい"コトの場“
3つの取り組みの柱により、モノとコトが一体となる場を実現し、シニアの集客促進／収益向上を図る

①カルチャー／フィットネス／カフェで一体となった ②グラジェネモール全体コンセプトの一体化 ③コト・モノのつなぎ

旅行 ペット

1
カルチャー・フィットネス・カフェを中核サービスとし、直営展開する

•シニアの利用頻度の高い上記３サービスを中核とする

•中核３サービスの周辺に余暇・趣味関連のモノ・コトを配置する

グラジェネモール全体が一体となって、幅広いシニアのニーズに
応える場を作り上げる

•贅沢感がありかつ気軽に楽しめるサービス

•常連のお客さまにお得で優越感を与える会員制度、披露の場

コトとモノをつなぐことで、単なるシャワー効果だけでなく、
店全体の収益アップを促進する

•コト・モノの相互送客する仕組みを構築

食品

衣料

住居余暇
3

送客イメージ
集客のイメージ

1

2

3

ｸﾘﾆｯｸ

暮らしの
ﾏﾈｰﾌﾟﾗｻﾞ

ｹｱ
ﾌｨｯﾄﾈｽ

ﾘﾌｫｰﾑ

音楽

手芸

書籍

ｽﾎﾟｰﾂ

グラジェネモール2

達成すること 事業収益化GMS活性化

ｲﾍﾞﾝﾄ
ｽﾍﾟｰｽ

コトが付いている商品の開発／販売 イオン商品を素材とした講座開催 コト関連商品割引付きの講座開催

「ﾄｯﾌﾟﾊﾞﾘｭを使ったひと手間ｸｯｷﾝｸﾞ講座」の例「使い方1Day講座付のタブレット販売」の例

その他の展開例：

• "着付け講習会付き"の浴衣販売など

単なるシャワー効果だけでなく、コト・モノのワンストップ提供により新たな消費需要を創出する

その他の展開例：

• リカーのワインを使ったワイン講座など

売
場
（
モ
ノ
）

講
座
（
コ
ト
）

＋

売
場
（
モ
ノ
）

講
座
（
コ
ト
）

購入者限定の1Dayタブレット講座

をカルチャーで開催
• 更に興味を持った方には
本格講座を紹介

家電ｺｰﾅｰでのタブレット販売
• 講習会付きの点もウリにする

カルチャーでひと手間クッキング
講座開催
• 講座内でﾄｯﾌﾟﾊﾞﾘｭ、売場紹介

食品売場での材料販売
• 講座での利用商品が
分かるようPOP等でも告知

「手芸商品割引付きのクラフト教室」の例

売
場
（
モ
ノ
）

講
座
（
コ
ト
）

その他の展開例：

• ｽﾎﾟｰﾂｵｰｿﾘﾃｨでのｸﾞｯｽﾞ割引付きの
ﾌｨｯﾄﾈｽ講座

カルチャーでクラフト教室を開催
• 講座内で使用素材の売場
案内図、割引券を配布

パンドラで作品展を開催
• カルチャー受講生も募集告知

４．４Fの設計ポイント
（７） コト・モノ連携



７．その他の主要施策
（１）概要

主要施策主要施策 イメージイメージ

施設/設備面

サービス面

•接客
•近づく/
届ける等

• ゆったりレジ

• 見やすいPOP・表示

• エレベーター・階段の手すり設置

• ケアフィット横 多目的トイレの増設

• アルミカートの導入

• 車イスでも使用できるフィッティング

• ギャザリングの設置

• 売り場サイン表示拡大 など

• コンシェルジュサービス（お客さまご相談係）

• 巡回バスサービス

• デジタルサービス

• シニア接客検定資格者
（介助士１６名⇒３０名、認知証サポーター）

• GG生活カレンダー委員会実施

• 配達無料サービス など

各階のフロア改装に加え、サービス、施設・設備面での取り組みも強化していく

葛西改装写真

未来屋書店改装前

未来屋書店改装後

葛西４Ｆクラジェネモール 参考写真（Ｂｅｆore → Ａｆｔｅｒ）

改装前 改装後



葛西改装写真

4F改装前 4FCAFE

4FCAFE 4FCAFE

葛西４Ｆクラジェネモール 参考写真（Ｂｅｆore → Ａｆｔｅｒ）

改装前 改装後
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ご清聴ありがとうございました。

イオン株式会社

































（白紙） 



富山市富山市

超高齢社会に向けた富山市の取り組み超高齢社会に向けた富山市の取り組み超高齢社会に向けた富山市の取り組み

COMPACT CITY TOYAMA -2-

コンパクトシティ戦略による富山型都市経営の構築

１．公共交通を軸としたコンパクトなまちづくり１．公共交通を軸としたコンパクトなまちづくり

公共交通の活性化、中心市街地や公共交通沿線での都市機能の集積 など

中心市街地の活性化、歩いて暮らせるまちづくり、ソーシャルキャピタルの醸成 など

２．質の高い魅力的な市民生活づくり２．質の高い魅力的な市民生活づくり

３．地域特性を充分に活かした産業振興３．地域特性を充分に活かした産業振興

地場産業である薬業の最大限の活用、再生可能エネルギーの活用、企業誘致 など

②過度な自動車依存による公共交通の衰退
④割高な都市管理の行政コスト ⑤ＣO2排出量の増大

＜富山市を取り巻く課題＞

①人口減少と超高齢化

③中心市街地の魅力喪失

持続可能な都市経営を実現し、総合力を発揮した、持続可能な都市経営を実現し、総合力を発揮した、
「選ばれる都市」へ「選ばれる都市」へ

これらに対応できる地方都市のこれらに対応できる地方都市の11つの未来像を提示つの未来像を提示



COMPACT CITY TOYAMA

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル

JR北陸本線

富
山
地
方
鉄
道

不
二
越
・上

滝
線

高
山
本
線

JR

市内電車

富山駅

角川介護予防センター

市内電車環状線化事業

富山ライトレール

高齢化に対応したまちづくり （高齢者分布図Ｈ２４）

グランドプラザ

アヴィレ

-3-

COMPACT CITY TOYAMA

環状線利用者は女性が約７割を占めるとともに、平日では女性の高齢者の利用が大きく増
加するなど、高齢者の女性を中心に環状線が日常の移動手段として定着してきている。

＜環状線利用者属性＞

【環状線利用者の性別】

【男女別利用者数の推移】

４５％
増加

【年代別環状線利用者の推移（平日・女性）】

６１％
増加

【環状線利用目的（平日・６５歳以上の女性）】

≪H24環状線利用者アンケート調査より≫

≪市内電車OD調査より≫ ≪環状線利用者アンケート調査より≫

≪市内電車OD調査より≫

市内電車環状線化事業の整備効果

-4-



みんなでつくる、ぬくもりのある福祉のまちみんなでつくる、ぬくもりのある福祉のまち

-5-

富山市富山市の高齢者施策の高齢者施策

活動的活動的で、活力に満ちた高齢社会で、活力に満ちた高齢社会１１

安心・安全を実感できる、人に優しい生活環境安心・安全を実感できる、人に優しい生活環境２２

一人ひとりの個性や尊厳、自立を支える地域社会一人ひとりの個性や尊厳、自立を支える地域社会４４

健やかな暮らしを支える心と体づくり健やかな暮らしを支える心と体づくり３３

（富山市高齢者総合福祉プラン（富山市高齢者総合福祉プラン 基本理念）基本理念）

（富山市高齢者総合福祉プラン（富山市高齢者総合福祉プラン 目標達成のための４つの施策の柱）目標達成のための４つの施策の柱）

-6-

富山市富山市の高齢者施策の高齢者施策

活動的活動的で、活力に満ちた高齢社会で、活力に満ちた高齢社会１１

・コミュニティガーデン・コミュニティガーデン

・農業サポーター・農業サポーター

・老人クラブ活動・老人クラブ活動

・シルバー人材センター・シルバー人材センター

・シニアライフ講座・シニアライフ講座

ほかほか

孫とおでかけ支援事業

（富山市高齢者総合福祉プラン（富山市高齢者総合福祉プラン 目標達成のため施策の柱）目標達成のため施策の柱）



高齢者の外出機会を促進するとともに、世代間交流を通じて家族の絆を深め

るため、祖父母と孫(曾孫)が一緒に来園(来館)された場合に入園料入園料((拝観料拝観料))をを

全額減免全額減免

平成２４年７月 ～

期 間

対象施設

対象者

一緒に入園される祖父母と孫・曾孫
(年齢及び居住地の制限なし)

実 績（Ｈ24.7～Ｈ25.3、ファミリーパーク、科学博物館の利用者数）

H２３：３８７，７０１人
H２４：４３８，５７８人 （うち祖父母・孫２９，０６９人）

入園（館）者数が約１３％増加

ファミリーパーク、科学博物館、天文台、佐
藤記念美術館、民俗民芸村、八尾おわら資
料館、ジップライン・アドベンチャー立山※等

（※ゴンドラ利用料は利用者負担）

-7-

孫とおでかけ支援事業孫とおでかけ支援事業

‐8‐

中心市街地の街区公園において、新たにコミュニ

ティガーデンを整備し、 高齢者の外出機会や生きが高齢者の外出機会や生きが

いを創出するとともに、地域コミュニティの再生いを創出するとともに、地域コミュニティの再生を図る

〈供用開始〉

平成２５年４月（３箇所）

〈面積〉

１箇所あたり ５０㎡

▲実施公園位置図

▲街区公園での共同作業

●● 南新町公園南新町公園

●● 中野新町公園中野新町公園

●● 芝園町二丁目公園芝園町二丁目公園

街区街区公園コミュニティガーデン公園コミュニティガーデン事業事業

-8-



就農チャレンジ
コース

2年間の研修

野菜、果樹、花き、
水稲講座で、年間
野菜16回、果樹
14回、花き14回、
水稲10回開催。

(１年生: 101名) 
(２年生: 80名)

農業サポーター
養成コース

家庭菜園コース

（里山倶楽部へ委託）

就農に意欲のある
方や複合経営をお
考えの方を対象に、
実践活動を通じ技
術を高める。

梨専科、野菜専科
は３年間で、年間
梨14回、野菜30
回開催。

（梨専科:13名）
（野菜専科:16名）

農業サポーターの登録
378名（平成25年4月現在）

農業支援の要請
情報の提供

とやま楽農学園
（農業技術の習得支援）

農業サポート活動
（農業生産の支援・
就労機会の提供）

企業等農業
参入講座

1年間の研修

野菜を中心に、日曜
講座、水曜講座ファ
ミリー講座を開催。
年間15回開催。

(水曜10回: 50名）
(ﾌｧﾐﾘｰ5回: 90名）

年2回開催

企業等が農業参入
する上で必要な基
礎知識の習得を支
援。(H23は6月、
11月実施)

(10企業
11名参加) 

-
80--9-

営農サポートセンター営農サポートセンター

問題を抱える農家と農業に関わりたい都市市民を結びつけるための農業サポート制度の拠点とし

て、｢とやま楽農学園」で非農家や高齢者の技術取得の支援を行う。

農作業のサポート
延1,395人（平成24年度）

-10-

富山市富山市の高齢者施策の高齢者施策

安心安心・安全を実感できる、人に優しい生活環境・安全を実感できる、人に優しい生活環境２２

・コンパクトなまちづくり・コンパクトなまちづくり

・市内電車環状線化・市内電車環状線化

・おでかけ定期券・おでかけ定期券

・ふれあい入浴券・ふれあい入浴券

・高齢者運転免許自主返納・高齢者運転免許自主返納

ほかほか

歩行支援の取り組み

（富山市高齢者総合福祉プラン（富山市高齢者総合福祉プラン 目標達成のため施策の柱）目標達成のため施策の柱）



‐11‐

交通事業者と連携し、65歳以上の高齢者を対象に市内各地から中心市街地へ出かける際に

公共交通利用料金を1回100円とする割引制度を実施

高齢者の 約２４％がおでかけ定期券を所有し、１日平均２，５２３人が利用

＜おでかけ定期券の申込み＞

65歳以上の方、利用者負担金1,000円

＜おでかけ定期券の利用＞
①利用時間帯：午前9時～午後5時

②利用区間

〔路線バス〕

富山地域

大山地域

山田地域

八尾地域

婦中地域

細入地域

大沢野地域

富山市内各駅
電鉄富山駅
南富山駅

〔地鉄電車〕

市内電車(環状線含む)、富山ライトレール

〔路面電車〕

中心市街地等の区間
中心市街地等の区間
富山市民病院の区間

富山市内各地
中心市街地等
富山市内各地

〔猪谷〕→〔富山駅前〕
＜例＞路線バスの利用

通常運賃 ： 1,130円
おでかけ定期：おでかけ定期： 100100円円

お出かけ定期券事業お出かけ定期券事業（平成１６年５月より実施）（平成１６年５月より実施）
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中心市街地にある角川介護予防センターを核として、高齢者等が、安全・安心・快適に生活できる歩

行者ネットワークを形成し、高齢者の外出・交流機会の充実等を図る

≪女子大生と行く≪女子大生と行く 秋の街歩きツアー秋の街歩きツアー (H24.11.24)(H24.11.24) ≫≫

歩行歩行補助車を公共ツールとして活用した補助車を公共ツールとして活用したイベントイベント

参加者の声

：「杖に比べて、長い距離を歩いても

疲れない。 かごがあるのでたくさ

ん買い物をしても安心。」

：「行動範囲が広がった。」

歩行支援ツールを用いた歩行支援の仕組みづくり歩行支援ツールを用いた歩行支援の仕組みづくり

-12-

ＩＣＩＣウォーク事業ウォーク事業((ＨＨ25.7.1225.7.12～～))

中心商店街に設置した端末にＩＣ

カードをかざすとまちなかに出た

頻度と歩いた距離に応じてポイ

ントを付与高齢者等が楽しみな

がら歩くことができる仕組みを構

築。

歩行補助車スモールステーション歩行補助車スモールステーション

((ＨＨ25.8.125.8.1～～))

中心市街地に来街した

市民が自由に歩行補

助車を利用できるス

テーションを設置（3ヵ

所）
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富山市富山市の高齢者施策の高齢者施策

健やか健やかな暮らしを支える心とな暮らしを支える心と体づくり体づくり３３

・パワーリハビリテーション・パワーリハビリテーション

・楽楽いきいき運動・楽楽いきいき運動

・プラス・プラス10001000歩市民運動歩市民運動

・水のみ運動（老人クラブ）・水のみ運動（老人クラブ）

・メンタルヘルスサポーター・メンタルヘルスサポーター

ほかほか

角川介護予防センター

（富山市高齢者総合福祉プラン（富山市高齢者総合福祉プラン 目標達成のため施策の柱）目標達成のため施策の柱）
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角川角川介護予防介護予防センターセンター（（ほっとねす角川）ほっとねす角川）

全国初の温泉水を活用した介護予防を専門に行う全国初の温泉水を活用した介護予防を専門に行う施設をまちなかに整備施設をまちなかに整備

温泉水を活用した『多機能温泉プールでの水中運動』や

『パワーリハビリテーション等の陸上運動』など、

個人の状態にあわせた介護予防プログラムを提供

多機能温泉プール

水中ウォーク 水中ジェット ドライサウナ

利用者の介護予防効果
（運動温泉会員の3ヵ月間の変化、141人）

① ５メートル歩行速度（平均）
実施前３．６５秒⇒実施後３．１３秒

② タイムアップアンドゴー※（平均）
実施前８．４８秒⇒実施後７．３１秒

③ ３０秒立上がり回数
実施前１３．６４回⇒実施後１５．４７回

※椅子から立ち上がり、３M先のコーンを回り、再び椅子に座る
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富山市富山市の高齢者施策の高齢者施策

一人一人ひとりの個性や尊厳、自立を支える地域ひとりの個性や尊厳、自立を支える地域社会社会４４

・認知症高齢者徘徊・認知症高齢者徘徊SOSSOS緊急ダイヤル緊急ダイヤル

・認知症サポーター・認知症サポーター

・成年後見制度・成年後見制度

・高齢者虐待防止・高齢者虐待防止

・地域ケア会議・地域ケア会議

ほかほか

地域包括支援センター

（富山市高齢者総合福祉プラン（富山市高齢者総合福祉プラン 目標達成のため施策の柱）目標達成のため施策の柱）

支
援
支
援相

談
相
談

・本人・家族

・地域住民等

地域包括支援センター
３職種が連携をとりながら「チーム」として支援

保健師・看護師 主任ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ 社会福祉士
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中核市名 設 置 数
１包括当りの

高齢者人口

１ 富 山 市 ３２ ３，１７０

２ 熊 本 市 ２９ ５，２３０

３ 倉 敷 市 ２５ ４，０７０

４ 宇都宮市 ２５ ３，９８８

５ 姫 路 市 ２２ ５，２７２

┆

３６ 函 館 市 ６ １２，７４０

３７ 高 知 市 ６ １３，１８４

３８ 久留米市 ５ １３，１３３

３９ 下 関 市 ４ １９，９５８

４０ 高 松 市 １ ９４，２８１

中核市平均 １２ ７，２１５

地域包括支援センター地域包括支援センター

平成23年4月1日現在
（出所：厚生労働省ほか）
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プライマリ・ケア講座（富山大学寄附講座）プライマリ・ケア講座（富山大学寄附講座）

在宅医療の推進に向けた、研究、教育、研修指導体制の充実・強化を図り、

都市型地域包括ケア体制の推進のために必要となる人材育成と地域の課題の調査を行う。

医療

保健 福祉

介護 生活支援

地域・住民

富山大学

医師会 医療機関

市

教育研究 研修指導

プライマリ・ケア講座（富山大学寄附講座）プライマリ・ケア講座（富山大学寄附講座）

都市型地域包括ケア体制の構築都市型地域包括ケア体制の構築

在宅医療 多職種連携




